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『鳴り砂』2-093 号 別冊 2018 年 3 月 20 日 

 

 最近の気になる動き 75   

“ブラック”な線量見直し・トリチウム放出など 
 

3.2 規制委・放射線審議会は、被曝線量が年

１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄを超えない目安の空間線量 0.23 ﾏｲｸ

ﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時について、これは屋外に８時間、室

内に１６時間滞在する生活を仮定した数値だっ

たが、「実際に住民の被曝量を測ってみると、想

定よりも下回っている」（数分の１にとどまる）

との研究が出ており、「審議会の有識者らから

『数字が独り歩きをしている』『復興を妨げる要

因となっている』などの意見も出て」いること

から、見直しを議論することにした、とのこと

＜2018.3.3 朝日＞。 

その研究の詳細を筆者は知りませんが、実際

の被曝線量が想定以下ということは（全住民の

被曝量を正確に測定し、全員が年１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以

下だったのなら）、その想定が“安全側に設定”

されたもので“適切”だったと判断し、今後も

維持継続すればいいだけです（ただし「屋外８

時間・室内１６時間」の仮定が適切かどうか疑

問ですが）。 

ところが、「審議会の有識者ら」の発想は違う

ようで、『復興』のためには「年１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ」ギ

リギリまで被曝させる（ような空間線量を設定

する）ことが“適切”で、あたかも人間には「年

１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ」までの‘被曝容量’があり、それ

以下の被曝しか受けない状態は“もったいない”

（もっと被曝させられるのに！）とでも考えて

いるようです。残業の上限時間が設定されたら、

その時間まで残業させないと“もったいない・

不経済”と考えるブラック企業と同様の発想で

す（審議会有「識」者の“知識・良識”のレベ

ルが知れます）。 

3.10 講演会で小出裕章さんが強調していま

したが、子供の放射線への感受性は一般人（30

歳）の２～４倍高いということからすれば、「年

１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ・0.23 ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時」の基準でさ

えも、子供たちが暮らす可能性のある地域の線

量基準として、いわば未来に対する責任として、

“適切”かどうか疑わしいと思います。おそら

く高齢で放射線感受性も良識も低下した審議会

有識者の“ブラック”な線量見直しを、決して

許してはなりません。 

同様に、ひび割れ・初期剛性低下したとはい

え女川原発が存在するのだから、再稼動させな

いと“もったいない”という東北電力の方針も、

再稼動は新たな放射性廃（棄）物を未来世代に

押し付けることでしかなく、決して認められま

せん。 

 

また、同じ＜3.3 朝日＞で、福島第一原発に

たまり続ける放射性トリチウム水が「廃炉工程

の大きな妨げになっている」として、「薄めて海

に流す」ことを規制委が「勧めている」ことも

報じられています。これも、地球（海）という

“大きな希釈容量”があるから、福島第一原発

に溜まっている“微々たる”トリチウムを「垂

れ流す」ことなど問題ない、タダで海洋放出で

きるのに（手に余る地下水を汲み上げて希釈に

使えばまさに“一石二鳥”で、金食い虫の「凍

土壁」は不要になるかも？）、費用をかけてタン

ク内に貯蔵しておくのは“不経済・もったいな

い”と、ブラックな原子力ムラ・規制委・東電

が考えているからにほかなりません。 

濃度規制を盾に「薄めて流す」ことは、排出

総量が少なければ、“局地的・一時的”に影響を

緩和できるとは思いますが､それは、生態系にお

ける（生物・生体）濃縮や、放射性物質・環境

ホルモン等の遺伝毒物など、様々な「環境因子・

危険因子」が認識される前の、“誤った知識・認

識”でしかありません。絶対量が多ければ、生

態系（地域全体、ひいては地球全体）に対する

影響が無視できなくなることは明らかです。福

島第一原発から放出された放射能は、その膨大

な放出量・環境蓄積量ゆえに、総量規制で対処

（環境放出禁止）するしかないものです。 

せっかく濃度規制が許されているのだから、

費用をかけて保管せず、薄めて環境に捨て去ら

ないと“もったいない”というブラックな発想

からは、最終的には 8000 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg 以上の「指

定廃棄物」でさえも、一般ごみと混ぜて（薄め

て）焼却したり、汚染のない稲わらで大量希釈

して堆肥化や直接鋤き込み（土でも希釈）して、

“無制限・合法的”に環境中に‘再び・堂々と

ばら撒く’ことしか生まれません（しかも、第

一次加害者の東電から、自治体や農地所有者に

責任転嫁。また、万一「悪影響」が出ても、放

射能・放射線との因果関係を“科学的”に証明

できないので、責任を問われることなくやりた

い放題です）。 
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小出さんもおっしゃっていましたが、有機物

（生ゴミ）なら環境中で自然に分解され無害に

なりますが（焼却もほぼ同じ）、『鳴り砂 №264』

＜気になる動き６６＞で述べたように、有機

物・稲わらが分解・無害化しても、それらに一

時的に‘付着・吸着・吸収’されただけの放射

性セシウムは、‘煮ても焼いても’（半減期以外

では）自然に減衰・分解することはなく、有害

なまま、環境中に蓄積・拡散するだけです。 

 ＜2018.3.11 記＞ 

 （仙台原子力問題研究グループＩ） 

 

 

 雑感  地震の揺れの違い 
 

2018.1.12 適合性審査資料１（基準地震動の

年超過確率）を“素人目”で見て、本筋ではあ

りませんが、不思議に思うことがありました。

完全な“筋違い”でしたら、どなたか専門家の

方にご教示頂ければと思います。 

従来、地震の揺れについては‘鉛直（上下）

方向は水平方向の約半分’とされており、確か

に「プレート間地震」ではほぼその通りになっ

ていますが【上図】、「プレート内地震」では鉛

直方向が水平方向の７～８割（以上！）となっ

ています【下図】。 

 

 
これは、両地震の断層面の破壊方向・発生地

震動の進行方向が違うことが大きな要因と思わ

れます。すなわち、プレート間地震は、日本海

溝に沈み込むプレート境界に沿って、いわば女
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川原発を中心とする（地下の）円弧に沿うよう

に、断層面が平行的にずれ動くため、鉛直方向

の揺れは大きくなりにくいものと思われますが、

プレート内地震では、プレート境界面に直交す

るように断層面がずれ動き、いわば地震動が女

川原発に向かうように発生するため、鉛直方向

の揺れも水平方向の揺れとあまり変わらないと

いう特徴（女川固有？）を示すものと思われま

す。ですから、女川原発の基準地震動を設定す

る際は、その点を十分に考慮する必要があるの

ではないでしょうか。 

 

ところが、現在の基準地震動では、プレート

内地震で最大水平加速度１０００ガルの「Ｓｓ

－Ｄ２」でも、最大鉛直地震動は６００ガル（水

平の６割）でしかありません。鉛直方向の揺れ

について「過小評価」していることにならない

のでしょうか。 

この辺は、県検討会専門家の厳正なチェック

を期待したいと思います。 

 ＜2018.1.28 記＞ 

 （仙台原子力問題研究グループＩ） 

 

 

◆●▼▲■◇○▽△□◆●▼▲■◇○▽△□◆●▼▲■◇○▽△□◆●▼▲■◇○▽△□◆ 

 

 

【女川原発アラカルト】 
【１月】 

16 日（火） 東北電力、県・女川町・石巻市な

らびに登米市・東松島市・涌谷町・美里町・

南三陸町に 12 月分の女川原発の点検状況報

告。 

18 日（木） 原子力規制委員会、女川原発２号

機の新規制基準の適合性審査 101 回目会合を

原子力規制庁で開催。規制委、防潮堤（海抜

29 ㍍）が地震によって沈下する構造を疑問視、

実証実験の実施と沈下防止策の検討を求めた。

防潮堤全長 800 ㍍のうち約 680 ㍍は、鋼管を

地盤にくい打ちして海側に遮水鋼板を取り付

ける構造、全鋼管 168 本のうち 79 本は地中に

取水管があるため、くいが岩盤層に届いてい

ない。 

19 日（金） 仙台市、市議会総務財政委員会に、

地域防災計画の原子力災害対策編で、一時移

転発令基準などの追加や屋内退避に関する修

正案を提示。 

20日（土） 仙台港の石炭火力発電所建設問題

を考える会、市民学習会「この地域の健康影

響を生む大気汚染の現状」、水戸部秀利医師、

マリンゲート塩釜３Fマリンホール。 

25 日（木） 脱原発仙台市民会議、仙台市危機

管理室防災計画課に対し、昨年 6 月仙台市が

策定した「女川原発事故時の避難計画」につ

いて、再度説明を求め交渉。 

27日（土） 女川原発再稼働を止める「新たな

県民運動」へ向けた相談会、仙台市生涯学習

支援センター第2セミナー室。30名参加。 

  尚絅学院大（名取市）、再生可能エネルギー

が地域にもたらす経済効果について考えるシ

ンポジウム、中山琢夫氏（京都大大学院経済

学研究科特定助教）などが講演。地下鉄東西

線国際センター駅「青葉の風テラス」、市民や

学生約30人参加。 

28日（日） 日本キリスト教団東北教区放射能

問題支援対策室いずみ、「第46回こども甲状腺

エコー検査at泉区将監」、将監市民センター、

協力いずみ愛泉教会・放射能と向き合う会in

泉パークタウン。検診医今川篤子医師（西仙

台病院内科・神経内科）。38名が受診。 

30 日（火） 規制委適合性審査 102 回目会合。

東北電力、防潮堤の地盤について「大地震が

発生しても液状化しない」と説明。規制委は、

地盤の軟化によって防潮堤の機能に影響が出
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ないかどうか、より詳しい検討を指示。 

  東北電力、取締役会で、監査等委員会設置

会社に移行する方針を決定。 

31日（水） 「juwi（ユーイ）自然電力」（東京）、

出力約14ﾒｶﾞﾜｯﾄのメガソーラー「石巻沼津太

陽光発電所」を建設したと発表。ゴルフ場跡

地約22万㎡にソーラーパネル4万4420枚を設

置。 

【２月】 

2日（金） 「第144回女川原子力発電所環境調

査測定技術会」。TKPガーデンシティ仙台ホー

ル13A。市民2名＋2名傍聴。 

  県技術審査会、石巻バイオマス発電所に関

し、住民理解のため悪臭調査実施を求めた環

境アセス答申案をまとめた。 

4 日（日） 「みやぎ脱原発・風の会 2018 会員

のつどい」、仙台市戦災復興記念館４階第３会

議室で、2018 年「風の会」運動方針の討議、

参加者との意見交換。11 名参加。 

  「ぶんぶんカフェVol.39」、仙台市青葉区中

央市民センター第3会議室で開催。10名参加。 

8 日（木） 規制委適合性審査 103 回目会合。

東北電力、想定を超える巨大津波が発生し、

防潮堤を越えて敷地内に海水が流入した場合、

浸水による電源喪失や炉心損傷を避けるため

の海水ポンプ周辺に浸水防止壁で囲む対策の

ほか、原子炉を冷却する緊急送水ポンプの新

設、事故対応機材の保管場の高台移転を進め

る方針を説明。 

9 日（金） 県、東京電力福島第一原発事故対

策みやぎ県民会議幹事会で、県内の賠償請求

総額に対する東電の支払額が 49.4％（昨年末

現在までの請求額 1846 億 3800 万円に対し、

支払額は 911 億 6900 万円）と報告。 

10 日（土） 放射能から子どもたちを守る栗原

ネットワーク学習交流会、映画『日本と再生

～光と風のギガワット作戦』上映、栗原市市

民活動支援センター。 

13 日（火） 規制委適合性審査 104 回目会合。

東北電力、沈下対策のため、防潮堤の設計を

見直し、地盤改良工事を追加する方針を表明。

規制委は、「効果を確認しなければならないが、

防潮堤が沈下しない構造にすることは理解し

た」と評価。 

14 日（水） 東北電力、県・女川町・石巻市な

らびに登米市・東松島市・涌谷町・美里町・

南三陸町に 1 月分の女川原発の点検状況報告。 

15日（木） 県、角田市毛萱松沢と村田町沼田

神原、栗原市栗駒沼倉馬場で1月18～20日に捕

獲されたイノシシ3検体から210、190、460㏃/

㎏の放射性セシウムをそれぞれ検出したと発

表。 

17日（土） 塩釜市石炭火力発電を考える会、

市民学習会「仙台港の石炭火力発電所をどう

見るか」、長谷川公一東北大教授、塩釜東玉川

公民館大会議室。 

20 日（火） 規制委適合性審査 105 回目会合。

東北電力、原子炉建屋に対する地震動の評価

方法で、地下部分を取り囲む表層地盤の影響

を考えないモデルを採用していたが、影響を

加味した算定に見直すと説明。規制委は、妥

当性が説明し切れていないとの意見。 

「第144回女川原子力発電所環境保全監視

協議会」、「環境放射能監視検討会」、パレス宮

城野2階はぎの間。市民3名＋3名傍聴。 

22 日（木） 宮城県母親大会実行委員会、女川

原発再稼働反対・汚染廃棄物焼却処分中止な

どを求める 27 項目の要請書提出し、村井知事

と交渉。県内各地から 61 名参加。 

東北電力、第 8 回「原子力のあり方に関す

る有識者会議」を本店で開催。 

24 日（土） 宮城県教職員組合仙南支部、中村

敦夫氏のライフワーク朗読劇「線量計が鳴る」

大河原町公演、えずこホール。 

美里町と町議会、核廃絶と脱原発を考える

「第 3 回平和を考えるつどい in 美里」を駅東

地域交流センターで開催。町民ら約 150 人が

参加。福島県富岡町出身で、住民主導の太陽

光発電事業を始める遠藤陽子さんが講演し、

福島原発事故から 7 年たった今も避難生活の

続く福島県民の苦労を紹介し、「脱原発は絶対

にしないといけない」と力説。 

25日（日） 放射能問題支援対策室いずみ「第

47回甲状腺エコー検査inかくだ」、角田駅オー

ク・プラザ2F。検診医寺澤政彦医師（てらさ

わ小児科･仙台市）。61名が受診。 

27 日（火） 規制委適合性審査 106 回目会合。

東北電力、外部電源喪失時に原子炉格納容器

内で発生する水素と酸素の濃度に算定ミスが

あったと報告し陳謝。また建屋内部の火災対

策を追加説明し、継続審査に。 

【３月】 

1日（木）環境省、県内全域の河川や沿岸計76

地点の公共用水域で10～12月に実施した放射

性物質モニタリング結果を公表。河川周辺の

土壌から阿武隈川大橋（岩沼市、亘理町）の

右岸で3790㏃/㎏の放射性セシウムを検出。底

質では、七ヶ宿ダムのダムサイトで1910㏃/

㎏検出。水質は全地点で検出下限値（１㏃/

㍑）以下。 

5 日（月） 保科郷雄丸森町長、町議会一般質

問で、原発再稼働について「再生可能エネル
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ギーの推進などで電力が間に合うのなら、再

稼働は必要ない」と答弁。 

6 日（火） 規制委適合性審査 107 回目会合。

東北電力、重大事故時の対応拠点「緊急時対

策所」について説明。さらに、緊急時対策所

が入る重要棟を免震構造から耐震構造に変更

した理由も改めて説明。規制委は追加説明を

求めた。 

7日（水） 女性ネット学習会「生協の再生可能

エネルギー、電力小売り事業のとりくみ」、講

師 みやぎ生協矢野敏昭さん（コープ東北サ

ンネット事業連合エネルギー事業本部本部

長）、フォレスト仙台501。 

10 日（土） 小出裕章氏（元京都大学原子炉実

験所助教）講演会、第 5 回いのちの光 3.15

フクシマ～3.15から 7年 フクシマが背負っ

てきたもの 伝えつづけるもの～、仙台市・

カトリック元寺小路教会大聖堂、主催「いの

ちの光 3.15 フクシマ」実行委員会／後援 カ

トリック仙台教区／協賛 日本カトリック正

義と平和協議会・カトリック正義と平和仙台

協議会。約 230 名参加。 

12 日（水） 東北電力、県・女川町・石巻市な

らびに登米市・東松島市・涌谷町・美里町・

南三陸町に 2 月分の女川原発の点検状況報告。 

15 日（木） 脱原発仙台市民会議、仙台市防災

計画課との 3 回目の懇談会。ヨウ素剤配備の

具体化を、事故発生時の東北電力との連絡方

法を確実なものに、被害事故想定(仙台市民の

避難を考えていない)の見直しを、石巻市・東

松島市からの 6 万 5 千人の受け入れは本当に

可能か、土壌汚染の除染対策を示せ、避難計

画の実行性の検証は？と、迫った。 

放射能問題支援対策室いずみ、山崎知行医

師（上岩出診療所）講演会、仙台市青葉区「エ

マオ」。25 名参加。 

16 日（金） 日本製紙（東京）と三菱商事パワ

ーが出資した日本製紙石巻エネルギーセンタ

ーが、石巻市雲雀野地区に建設した石炭バイ

オマス混焼発電所が営業運転を開始。発電出

力 14 万 9000 ㌗、関電エネルギーソリューシ

ョン（大阪市）に販売。 

（空） 

 

 

 

 

 

●脱原発みやぎ金曜デモ 
女川原発再稼働するな！子供を守れ！ 

汚染はいらない！みやぎ金曜デモ In 仙台 

https://twitter.com/miyagi_no_nuke 

http://twipla.jp/events/27716 

主催□みやぎ金曜デモの会（代表 西） 

e-mail:miyagi.no.nuke@gmail.com 

【１月】 

26 日（金） 第 263 回「金曜デモ」、「被災の経

験者だからこそ原発を止める義務が私たちに

はあります！ともに声をあげていきましょ

う！」と訴え、勾当台公園野外音楽堂から 25

名の市民が参加。 

【２月】 

2 日（金） 第 264 回「金曜デモ」、「震災から 7

年になろうとしています。この間私たちは原

発の電気を全く使わずに暮らしてきました。

このまま“原発のない東北の復興”を、みん

なの手でつくりだしましょう！」と訴え、勾

当台公園野外音楽堂から 35 名の市民が参加。 

9 日（金） 第 265 回「金曜デモ」、寒さの続く

仙台市の中心部で女川原発廃炉を訴え、勾当

台公園野外音楽堂から 35 名の市民が参加。 

16 日（金） 第 266 回「金曜デモ」、「東電がま

きちらした放射能の被害を、なぜ私たちが受

け続けなければならないのですか？国や東電

の責任は棚上げにしたまま、市町村と住民の

犠牲をしいる解決などあり得ません。放射能

が環境に拡散しない、安全保管の方針を訴え

ていきましょう！」と訴え、勾当台公園野外

音楽堂から 35 名の市民が参加。 

25 日（日） 第 267 回「金曜デモ」、「2 月 20

日、102 才の高齢で長年住み慣れた飯館村が

避難区域に指定されたことを苦に、自殺に追

い込まれた大久保さんについて、東電の責任

を認める判決がでました。みなさん、原発の

生み出す悲劇を私たちは決して忘れるわけに

はいきません。これ以上の苦しみを生み出さ

ないためにも、一刻もはやく原発ゼロの日を

たぐりよせようではありませんか」と訴え、

勾当台公園野外音楽堂から 35 名の市民が参

加。 

【３月】 

2日（金） 第268回「金曜デモ」、冬の寒い風が

戻って来たみちのく仙台から女川原発再稼動

するなと元気にコール、勾当台公園野外音楽

堂から25名の市民が参加。 

9 日（金） 第 269 回「日曜デモ」、これ以上の

苦しみを生み出さないためにも、一刻もはや

く“原発ゼロの日”を実現させようと、勾当

台公園野外音楽堂から 40 名の市民が参加。 

16 日（金） 第 270 回「金曜デモ」、勾当台公

園野外音楽堂から 30 名の市民が参加。 

https://twitter.com/miyagi_no_nuke
http://twipla.jp/events/27716
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◆（旧古川地域）脱原発大崎demo金曜行動・毎

週金曜17時半集合・あさひ中央公園 

◆（塩釜地域）塩釜脱原発デモ・毎週金曜17時

半集合・下馬駅裏宮城民医連事業協前17時45分

デモ出発 

◆（仙台長町地域）原発も戦争もＮＯ！たいは

くアクション・第3水曜日17時半～蛸薬師境内集

合後デモ行進 

◆（岩沼市）原発ゼロ岩沼歩き隊 毎月第 3 金曜

14 時～岩沼駅東口広場 

 

 

●汚染廃棄物「試験焼却」を

めぐる動き 
【１月】 

19日（金） 県、県議会環境生活農林水産常任

委で、4圏域同時の試験焼却「難しい」との認

識を表明。 

21 日（日） 「放射能汚染廃棄物の一斉焼却に

反対する黒川広域圏域住民の会」結成、大和

町まほろばホール第 2 研修室。 

23 日（火） 石巻市、石巻広域クリーンセンタ

ー周辺住民 7 人を対象に、上釜会館で説明会。 

24 日（水） 「放射能汚染廃棄物処分を考える

河南の会」（岡田孝共同代表）、放射能汚染廃

棄物の焼却灰を旧河南町北村処分場に埋め立

てることに反対し、遊楽館で結成大会を開催。

中嶋信徳島大名誉教授（地域経済論）が講演。

約 60 名参加。 

26日（金） 『河北新報』、大崎市が、試験焼却

関連費用を2018年度一般会計当初予算に計上

しない方針や新年度に環境保全課内に「放射

能対策推進室」を新設すると報道。 

30日（火） 石巻市、河南母子健康センターで

地区住民との意見交換会。31日、2月3、4日に

も。 

【２月】 

5 日（月） 「放射能汚染廃棄物一斉焼却反対

宮城県民連絡会」、県庁裏にある自治会館 208

号室で焼却問題で県と意見交換会。約 30 名参

加。 

  村井知事、定例記者会見で、「各圏域の判断

を見守る」と強調。 

9 日（金） 黒川地域行政事務組合定例会の一

般質問で、理事長の浅野元・大和町長は「住

民への説明や新焼却炉での試験焼却も考慮し

ながら、総合的に判断したい」と答弁し、試

験焼却が 4 月以降にずれ込むことを示唆。 

  栗原市、新年度予算案に牧草処理関連経費

の計上を見送る方針を明らかにした。 

13 日（火） 亀山紘石巻市長、定例記者会見で、

新年度に試験焼却に着手する考えを表明。 

14 日（水） 石巻市、試験焼却関連費用 2 億 4800

万円を 2018 年度一般会計当初予算案に計上

し、市議会 2 月定例会に提出。 

  仙南地域広域行政事務組合、組合の理事を

務める 9 市町長の会全会一致で、3 月下旬か

らの試験焼却を決定。 

  大崎市、追加設置された空間の放射線量を

計測するモニタリングポスト6基が13日から

稼働したと市議会に報告。 

28 日（水） 大崎市議会総務常任委員会、焼却

灰の最終処分場への搬入については「住民合

意を」と総括。 

【３月】 

4 日（日）「ふるさと黒川の生命と水を守る会」

（吉田洋一共同代表）結成集会。「放射性汚

染廃棄物と粉塵による放射線被曝を考える～

子どもたちの生命と健康を守るために～」と

題し岡山博氏（元仙台赤十字病院呼吸器科長）

が記念講演。大和町まほろばホール研修室、

約 60 名参加。 

12 日（月） 仙南地域広域行政事務組合と白石

市、20 日からほだ木計 5 ㌧を試験焼却する日

程を発表。 

14 日（水） 亘理町、8000 ㏃/㎏を超えるとみ

られながら未指定だった廃棄物約 3 ㌧につい

て、国に指定申請を提出。 

15 日（木） 白石市、ほだ木 5 ㌧を粉砕しチッ

プ化する前処理作業を公開。 

（空） 
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